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札
幌
市
の
地
下
鉄
南
北
線
「
南
平
岸
駅
」
の
北
側
に
、

電
車
が
地
上
に
出
て
く
る
場
所
が
あ
る
。
ま
る
で
銀
色
の

竜
が
う
ね
る
よ
う
な
軌
道
を
覆
う
シ
ェ
ル
タ
ー
が
４
０
０

メ
ー
ト
ル
先
の
高
架
駅
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

６
月
の
晴
れ
た
午
後
、
始
発
の
地
下
鉄
真
駒
内
駅
か
ら

北
へ
向
か
う
麻
生
行
き
に
乗
っ
た
。
地
下
鉄
が
地
下
に
も

ぐ
っ
た
り
、
地
上
に
出
た
り
す
る
境
界
を
意
識
し
て
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ど
ん
な
乗
り
心
地
で
ど
ん
な
景

色
が
見
ら
れ
る
の
か
好
奇
心
が
わ
く
。
真
駒
内
駅
を
出
発

し
た
車
両
が
緑
の
木
々
の
中
を
抜
け
る
と
間
も
な
く
、
左

の
車
窓
か
ら
自
衛
隊
真
駒
内
駐
屯
地
が
見
渡
せ
、
藻
岩
山

を
は
じ
め
西
の
山
々
が
眺
め
ら
れ
る
。
高
架
上
を
走
る
地

下
鉄
は
、
自
衛
隊
前
駅
、
澄
川
駅
と
停
車
し
て
南
平
岸
駅

に
着
く
。
外
の
風
景
を
楽
し
め
る
の
は
こ
こ
ま
で
だ
。
で

も
乗
客
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
た
り
眠
っ
て
い
た

り
で
景
色
を
眺
め
る
人
は
い
な
い
。
南
平
岸
駅
を
発
車
す

る
と
窓
は
ス
ー
ッ
と
暗
く
な
り
地
下
に
入
っ
た
の
が
分
か

る
。
１
分
ほ
ど
で
平
岸
駅
に
着
い
た
。
こ
の
先
は
麻
生
駅

ま
で
地
下
を
走
る
。

　

帰
路
の
真
駒
内
行
き
は
、
平
岸
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
１

分
弱
、
窓
が
明
る
く
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
高
架
上
の
南

平
岸
駅
に
着
い
た
。
下
車
し
て
平
岸
駅
側
の
軌
道
を
見
る

と
確
か
に
下
り
坂
に
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
シ
ェ
ル

タ
ー
の
始
ま
り
か
ら
終
点
の
真
駒
内
駅
ま
で
は
、
か
つ
て

の
定
山
渓
鉄
道
の
線
路
跡
で
あ
る
。

　

平
岸
地
区
の
開
拓
は
、
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
岩

手
県
の
水
沢
藩
士
を
中
心
と
し
た
62
世
帯
２
０
２
人
の
移

住
で
始
ま
る
。
平
岸
街
道
を
は
さ
ん
で
東
西
62
区
画
に
分

け
、
く
じ
引
き
で
開
墾
地
を
割
り
当
て
た
。
水
沢
名
産
の

麻
を
植
え
、
生
計
を
立
て
る
計
画
だ
っ
た
が
、
平
岸
は
土

地
が
や
せ
て
い
て
、
次
第
に
収
穫
量
が
落
ち
、
前
途
に
失

望
し
た
人
々
は
次
々
と
平
岸
を
去
っ
た
。

　

代
わ
っ
て
入
植
し
た
の
が
、
札
幌
中
心
部
で
資
本
を
蓄
え

た
商
売
人
た
ち
で
、
彼
ら
は
「
平
岸
第
２
世
代
」
と
し
て
平

岸
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
。そ
れ
が
リ
ン
ゴ
園
経
営
で
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
（
ロ
シ
ア
）
に
輸
出
す
る
ほ
ど
栄
え
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
り
ん
ご
景
気
」

は
、
リ
ン
ゴ
の
値
段
が
従
来
の
５
倍
に
も
跳
ね
上
が
り
、
平

岸
街
道
沿
い
に
モ
ダ
ン
な
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
豊
か
な
農
村
風

景
を
形
成
し
た
と
い
う
。
札
幌
出
身
の
劇
作
家
、
久
保
栄
の

戯
曲
『
林
檎
園
日
記
』
は
、
日
中
戦
争
時
の
平
岸
を
舞
台
に

し
た
リ
ン
ゴ
農
家
の
没
落
と
人
間
模
様
を
描
い
た
作
品
。
全

国
的
に
知
ら
れ
た
「
平
岸
り
ん
ご
」
の
栽
培
は
、
戦
後
、
札

幌
の
宅
地
化
の
波
に
の
ま
れ
て
姿
を
消
し
た
。

　
「
南
平
岸
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
昔
か
ら
あ
っ
た
地
名

の
よ
う
に
普
及
し
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
歴
史
は
浅
い
。

こ
の
地
域
の
住
所
表
記
に
南
平
岸
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

平
岸
○
条
○
丁
目
と
な
る
。
平
岸
地
区
で
最
初
に
設
置
さ

れ
た
平
岸
小
学
校
や
最
初
に
で
き
た
店
で
あ
る
木
村
商
店

（
現
清
水
商
店
）
も
こ
こ
に
あ
る
か
ら
、
古
く
か
ら
の
人
た

ち
に
は
、
こ
こ
が
平
岸
の
中
心
地
だ
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

　

も
と
も
と
南
平
岸
駅
は
、
市
営
の
平
岸
霊
園
が
近
い
の

で
「
霊
園
前
」
と
い
う
駅
名
だ
っ
た
。
後
に
な
っ
て
縁
起

が
悪
い
か
ら
「
南
平
岸
」
に
改
名
す
る
と
い
う
話
が
持
ち

青 木 和 弘

札幌市豊平区

地下鉄南平岸駅

南平岸駅を発車した麻生行きの車両内。発車して数秒で地下
に入り、窓は暗くなり景色は見えなくなったが、乗っていて、
坂を下りているような感じはしない。地下駅の平岸駅には１
分ほどで到着する
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上
が
っ
た
と
き
、「
こ
れ
じ
ゃ
、
う
ち
が
平
岸
の
分
家
み

た
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
反
発
が
起
き
た
の
も
無
理
は

な
い
。
こ
う
し
た
マ
チ
発
展
の
歴
史
を
知
ら
な
い
住
民
が

急
激
に
増
え
た
た
め
、
結
局
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年

に
南
平
岸
と
改
名
さ
れ
る
の
だ
が
、
南
平
岸
と
い
う
通
称

に
は
、
こ
う
し
た
少
し
や
や
こ
し
い
経
緯
が
あ
る
。

　

２
０
２
１
年
12
月
16
日
で
開
業
50
周
年
を
迎
え
る
地
下

鉄
南
北
線
の
建
設
は
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
の
「
札

幌
市
に
お
け
る
将
来
の
都
市
交
通
網
計
画
」
に
盛
り
込
ま

れ
、
72
年
の
冬
季
五
輪
開
催
が
追
い
風
に
な
っ
て
実
現
し

た
。
経
費
節
減
の
た
め
平
岸
・
真
駒
内
間
は
高
架
に
な
り
、

雪
対
策
は
実
証
試
験
の
結
果
、
ア
ル
ミ
製
の
屋
根
で
覆
う

ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
方
式
に
な
っ
た
。
開
業
か
ら
50
年
を

迎
え
た
札
幌
市
の
地
下
鉄
は
い
ま
更
新
期
を
迎
え
、
シ
ェ

ル
タ
ー
も
改
修
を
待
っ
て
い
る
。

地下鉄南北線の車両が地上に顔を出す場所がここ。南平岸駅の北側４００メートルほどのところで、近くの歩道橋の上
から、高架駅につながる銀色のシェルター全体を眺められる。軌道の奥（南側）右手に見えるのは恵庭岳だ

軌
道
の
両
側
の
窓
か
ら
日
差
し

が
入
る
明
る
い
高
架
駅
・
南
平

岸
駅
の
ホ
ー
ム
。
こ
の
電
車
は

発
車
し
て
数
秒
で
地
下
に
も
ぐ

り
終
点
の
麻
生
駅
に
向
か
う

南
平
岸
駅
か
ら
北
側
を
望

む
。
シ
ェ
ル
タ
ー
が
高
架
か

ら
下
が
っ
て
４
０
０
メ
ー
ト

ル
先
で
地
上
に
降
り
、
軌
道

は
地
下
に
も
ぐ
っ
て
い
く


